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新
都
立
多
摩
図
書
館
に 

期
待
す
る
も
の 

 
 

 

理
事
長 

座
間
直
壯 

 

皆
様
、
新
年
を
健
や
か
に
お
迎

え
い
た
だ
い
た
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
多
摩
デ
ポ
は
今

年
１０
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
多
摩
地
域
に
共
同
保
存
図
書

館
の
実
現
を
目
指
し
て
様
々
な

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

２
０
１
４
年
１０
月
に
（
株
）
カ

ー
リ
ル
と
共
同
研
究
の
協
定
を

締
結
し
、
昨
年
３
月
に
研
究
成
果

を
携
え
て
中
間
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
多
く
の
方
々
の

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
な
が
ら
改

良
を
加
え
、
か
な
り
の
精
度
が
期

待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
摩
デ
ポ
の
当
初
の
目
標
の
共

同
保
存
図
書
館
の
実
現
に
は
遠

く
及
び
ま
せ
ん
が
、
バ
ー
チ
ャ

ル
・
デ
ポ
と
し
て
各
図
書
館
の
中

で
着
実
に
共
同
保
存
の
芽
が
出

始
め
た
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
昨
年
で
し
た
。 

今
年
は
、
都
立
多
摩
図
書
館
の

新
館
が
１
月
２９
日
に
開
館
し
、
新

た
な
都
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
す
。
多
摩
デ
ポ
は
共

同
保
存
図
書
館
の
仕
組
み
づ
く

り
に
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
都
立
図
書
館
に
対
し
て
提

案
・
要
望
な
ど
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
機
会
に
、

新
開
館
の
図
書
館
へ
期
待
を
込

め
て
共
同
保
存
図
書
館
の
実
現 
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第 28 回 多摩デポ講座 

『国立国会図書館の蔵書デジタル化計画と 

まちの図書館、読書の未来パート２』 
 

講師：徳原 直子氏 
（国立国会図書館電子情報部電子情報企画課） 

 

２月３日(火)  午後６時 45 分～８時 30 分 
国分寺労政会館 ３階第３会議室 JR 国分寺駅・南口 徒歩５分 

      参加費：無料    会員でなくても参加いただけます 
 

４年前始まった「図書館向けデジタル化資料送信サービス」による絶版等資料の提供

は、現在、全国の図書館にどこまで普及しているでしょう。 

昨年 11 月に開催した講座のパート２として、前回とても明解に語ってもらい、好評

だった講師に再度来ていただき、国立国会デジタル化の現状や見通しを伺います。 

開かれる可能性を知り、今後も市町村や都立の図書館に期待するべきこと、現物保存

の意味、私たちの将来の読書の姿などについて考えてみませんか。 

徳原氏による、詳細な前回配布資料をホームページで公開中。 
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に
向
け
た
具
体
的
な
提
案
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
背
景
に
は
、
多
摩
地
域
の

ほ
と
ん
ど
の
図
書
館
が
開
館
か

ら
４０
年
以
上
が
経
過
し
、
蔵
書
の

増
加
に
伴
い
保
存
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
課
題
と
な
り
、
更
な
る
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
上
で

新
た
な
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
東
京

都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議
会

（
以
下
「
館
長
会
」
と
い
う
）
で

は
、
２
０
０
６
年
に
「
共
同
利
用

図
書
館
」
の
設
置
に
向
け
た
提
案

（
注
１
）
が
さ
れ
、
２
０
０
８
年

に
は
「
共
同
利
用
図
書
館
検
討
調

査
」
の
報
告
書
（
注
２
）
を
ま
と

め
、
２
０
１
５
年
に
発
表
さ
れ
た

共
同
利
用
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
報
告
（
注
３
）
で
は
、

多
摩
地
域
の
各
図
書
館
の
資
料

収
容
能
力
は
限
界
状
態
に
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

多
摩
デ
ポ
は
、
こ
れ
ま
で
多
摩

デ
ポ
講
座
を
継
続
的
に
開
催
し
、

資
料
保
存
に
関
連
す
る
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
参
加
者
と
と
も

に
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
図

書
館
の
基
本
的
機
能
は
資
料
の

提
供
で
あ
り
、
求
め
る
資
料
を
手

段
を
尽
く
し
て
利
用
者
に
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
備
え
と
し
て
共
同
保
存
図
書

館
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
最
も

効
率
的
で
有
効
な
方
法
で
あ
る

こ
と
が
館
長
会
に
よ
る
調
査
報

告
や
多
摩
デ
ポ
講
座
に
よ
る
学

習
の
結
果
か
ら
よ
り
鮮
明
に
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 
そ
こ
で
、
新
都
立
多
摩
図
書
館

へ
の
提
案
で
す
が
、
市
町
村
立
図

書
館
と
連
携
し
た
共
同
保
存
図

書
館
を
全
国
に
先
駆
け
て
つ
く

る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
多
摩
デ
ポ
で
は
各
自
治
体
で

除
籍
対
象
と
な
っ
た
資
料
の
う

ち
多
摩
地
域
の
図
書
館
全
体
で

最
後
の
２
冊
１
冊
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
も
の
は

当
面
そ
の
所
蔵
す
る
図
書
館
で

保
存
す
る
方
向
で
資
料
の
共
同

保
存
の
し
く
み
作
り
を
模
索
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
開
館

す
る
都
立
多
摩
図
書
館
で
実
像

と
し
て
の
共
同
保
存
図
書
館
の

構
築
を
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

共
同
保
存
の
資
料
の
中
に
は
、

都
立
で
は
所
蔵
し
て
い
な
い
資

料
も
あ
り
、
都
立
図
書
館
と
し
て

の
所
蔵
資
料
に
も
幅
が
出
る
こ

と
で
、
全
体
的
な
蔵
書
の
充
実
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
資

料
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
繋

が
る
と
考
え
ま
す
。 

 

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
「
図

書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望

ま
し
い
基
準
」（
２
０
１
２
年
１２

月
）
で
は
都
道
府
県
立
図
書
館
の

域
内
の
図
書
館
へ
の
支
援
と
し

て
、
「
当
該
都
道
府
県
内
の
図
書

館
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
の

図
書
館
へ
の
支
援
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。
」
と
あ
り
、
次
の
事

項
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ア
、

資
料
の
紹
介
、
提
供
に
関
す
る
こ

と
。
イ
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
関
す

る
こ
と
。
ウ
、
図
書
館
資
料
の
保

存
に
関
す
る
こ
と
。
エ
、
郷
土
資

料
及
び
地
方
行
政
資
料
の
電
子

化
に
関
す
る
こ
と
、
オ
、
図
書
館

の
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

カ
、
そ
の
他
図
書
館
の
運
営
に
関

す
る
こ
と
。
」。
こ
の
こ
と
か
ら
都

立
図
書
館
に
と
っ
て
、
域
内
の
図

書
館
と
の
連
携
・
協
力
は
必
然
的

な
機
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

都
道
府
県
の
広
域
行
政
の
視
点

か
ら
も
、
市
町
村
間
だ
け
で
は
連

携
が
不
十
分
で
あ
る
の
を
、
相
互

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
、

資
料
の
相
互
貸
借
や
職
員
研
修
、

共
同
資
料
保
存
事
業
を
行
う
要

と
し
て
の
都
立
図
書
館
の
存

在
・
役
割
は
大
変
重
要
な
も
の
だ

と
言
え
ま
す
。 

 

新
都
立
多
摩
図
書
館
の
規
模

は
占
有
延
べ
床
面
積
で
倍
以
上

拡
大
さ
れ
、
蔵
書
収
蔵
容
量
で
約

２
．
８
倍
の
２
８
０
万
冊
収
容
可

能
な
規
模
と
な
り
ま
す
。
現
在
の

所
蔵
数
は
、
図
書
が
約
５１
万
冊
、

新
聞
・
雑
誌
約
１
８
０
０
０
タ
イ

ト
ル
（
平
成
２８
年
度
版
事
業
概
要

よ
り
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち 

      

 

https://azukichi.net/season/winter/winter0311.html
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ろ
ん
こ
の
機
会
に
他
施
設
に
保

存
し
て
い
た
資
料
や
都
立
中
央

か
ら
移
管
の
資
料
が
あ
る
な
ど
、

都
の
計
画
も
あ
る
こ
と
は
予
測

で
き
ま
す
が
、
そ
こ
に
共
同
保
存

機
能
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
充
実
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

が
出
来
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

都
立
図
書
館
の
重
点
目
標
（
平

成
２７
年
か
ら
２９
年
ま
で
）
に
、

「
こ
れ
か
ら
の
都
立
図
書
館
に

期
待
さ
れ
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
都
立

図
書
館
の
運
営
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
現
状
（
「
東
京
都
立
図
書
館
運

営
方
針
」）
に
改
め
て
目
を
向
け
、

よ
り
一
層
活
用
さ
れ
る
図
書
館

に
向
け
た
中
長
期
的
な
館
運
営

の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
短
期

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ

い
て
は
迅
速
に
対
応
す
る
。
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
重
点
目
標
に
あ

る
よ
う
に
、
都
立
図
書
館
へ
の
期

待
を
的
確
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
市

町
村
立
図
書
館
の
長
年
の
要
望

で
あ
る
、
多
摩
地
域
で
最
後
の
２

冊
本
を
確
実
に
保
存
し
、
都
立
図

書
館
を
含
め
た
東
京
都
全
域
を

対
象
と
し
た
資
料
保
存
の
最
強

シ
ス
テ
ム
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
新
多
摩
図
書
館
の
開
館
に
よ

り
、
都
立
図
書
館
（
中
央
図
書

館
・
多
摩
図
書
館
）
総
体
と
し
て

一
層
の
機
能
向
上
を
図
る
。
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

市
町
村
と
連
携
し
た
共
同
保
存

と
い
う
新
た
な
機
能
を
備
え
る

こ
と
で
ま
さ
に
一
層
の
効
果
が

期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 
最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

資
料
保
存
に
関
す
る
学
習
を
重

ね
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
ま

し
た
。
都
立
多
摩
図
書
館
に
お
け

る
共
同
保
存
図
書
館
の
構
築
に

当
た
っ
て
、
多
摩
デ
ポ
は
最
大
限

の
支
援
・
協
力
を
惜
し
ま
な
い
覚

悟
で
お
り
ま
す
。
求
め
る
利
用
者

の
期
待
に
応
え
、
多
摩
地
域
の
図

書
館
活
動
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
、
全
国
初
の
共
同
保
存
図
書

館
の
実
現
を
期
待
し
ま
す
。 

   

（
注
１
） 

『
多
摩
地
域
「
共
同
利
用
図
書
館
」

の
設
置
に
向
け
て
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ

る
共
同
出
資
事
業
化
の
提
案
』 

２
０
０
６
（
平
成
１８
）
年
２
月 

東

京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議
会

除
籍
資
料
再
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

（
注
２
） 

『
多
摩
地
域
に
お
け
る
共
同
利
用

図
書
館
検
討
調
査
報
告
書
』 

                    

２
０
０
８
（
平
成
２０
）
年
３
月 

東

京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議
会 

（
注
３
） 

『
共
同
利
用
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
調
査
報
告
書
』 

２
０
１
５
（
平
成

２７
）
年
１０

月 

東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協
議

会 

                      

第 29 回 多摩デポ講座 

『新・都立多摩図書館 

バックヤードツアー』 
 

３月６日(月) 午後２時～３時 
都立多摩図書館入口前に 

午後１時 50 分集合 
住所：国分寺市泉町２－２－２６ 

ＪＲ西国分寺駅下車 南東へ７分 

 

皆さん一緒に、都立図書館の内側を 

見に行きましょう。 

「多摩デポ」として申し込んであり､ 

都立職員の方が案内してくれます。 
 

会員でなくても参加できます。 

誘いあってどうぞ！ 

 

https://azukichi.net/season/winter/winter0063.html
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第
２８
回
多
摩
デ
ポ
講
座 

２
月
３
日
に
行
な
い
ま
す
！

こ
ち
ら
も
忘
れ
ず
に 

  

国
立
国
会
図
書
館
は
、
蔵
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
の
利
用
・
活
用
に
つ
い
て
、
目

覚
ま
し
い
テ
ン
ポ
で
事
業
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。
著
作
権
の
切

れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
画
像
を
国
立
国
会
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
（
著
作

権
は
切
れ
て
い
な
い
が
）
絶
版
等

で
入
手
が
困
難
な
資
料
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
図
書
館
に
利
用
者

の
希
望
に
よ
っ
て
画
像
を
配
信

す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
古
い
資
料
も
提
供
し
た

い
図
書
館
職
員
や
、
読
み
た
い
利

用
者
に
と
っ
て
可
能
性
を
大
き

く
広
げ
る
こ
と
で
し
た
。
図
書
館

配
信
が
始
ま
っ
て
４
年
、
今
、
そ

の
利
用
実
績
は
ど
う
増
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
配
信
登
録
館
は

ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。 

講
座
は
、
利
用
者
の
配
信
希
望

を
取
り
次
ぐ
市
町
村
図
書
館
の

立
場
か
ら
の
質
疑
や
要
望
を
や

り
取
り
で
き
る
機
会
に
な
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
後
、
蔵
書
の
デ
ジ
タ

ル
化
は
何
年
前
頃
ま
で
積
み
上

げ
ら
れ
て
く
る
見
通
し
で
し
ょ

う
か
。
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
は
、
公

共
図
書
館
自
身
の
資
料
保
存
の

必
要
性
を
減
ら
せ
る
も
の
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。 

第
27
回
多
摩
デ
ポ
講
座
報
告 

「
私
の
図
書
館
で
の
仕
事
、 

そ
し
て
多
摩
六
都
連
携
」 

 

 

１１
月
１４
日
（
月
）
午
後
６
時
３０

分
か
ら
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
ア
イ
ム
で
タ
イ
ト
ル
の
よ

う
な
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
「
多

摩
六
都
」
を
形
成
す
る
５
市
の
う

ち
、
伊
藤
高
博
館
長
（
清
瀬
市
）、

岡
野
知
子
館
長
（
東
久
留
米
市
）、

田
中
香
代
子
館
長
（
東
村
山
市
）、

奈
良
登
喜
江
館
長
（
西
東
京
市
）

の
ベ
テ
ラ
ン
４
館
長
が
３
月
で

定
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
湯
澤
瑞

彦
館
長
（
小
平
市
）
を
司
会
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
語
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

５
館
長
の
発
言
は
率
直
で
鋭
く
、

約
９
０
人
が
参
加
さ
れ
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
会
で
し
た
。 

「
多
摩
六
都
」
連
携
の
発
足
か

ら
現
状
ま
で
。
図
書
館
員
と
し
て

の
経
験
、
館
長
と
し
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
、
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

５
市
の
館
長
の
日
頃
か
ら
の
信

頼
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
こ
の
「
多
摩
地
域
の

図
書
館
行
政
を
担
う
図
書
館
員

に
聞
く
」
と
い
う
企
画
は
続
け
る

予
定
で
す
。 

 

都立多摩図書館は１月２９日（日） 

に開館し、当日は、午前、午後にも、 

また、２/４（土）、２/１８（土） 

２/２８（火）、３/２７（月）にも 

館主催のバックヤードツアーが予定

されているようです。 

 「多摩デポ」で申し込んである日に

来られない方は、これらの日ででも、

バックを見学してください！ 

こちら 
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
先
輩
達
の
発
言
を
聞
い
て  

 
 
 
 

山
崎
明
子
（
会
員
）

 
 

 

 

多
摩
デ
ポ
通
信
に
挟
ま
っ
て

い
た
講
座
の
案
内
を
開
催
前
日

に
ふ
と
見
て
、
図
書
館
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
方
々
の
“
退
職
”

の
文
字
に
一
瞬
呆
然
と
し
、
こ
れ

は
ぜ
ひ
と
も
お
話
を
聞
い
て
お

か
な
け
れ
ば
と
思
い
参
加
し
ま

し
た
。 

 

現
在
は
ど
こ
の
自
治
体
で
も

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
相
互

利
用
に
昭
和
50
年
代
か
ら
少
し

ず
つ
取
り
組
み
、
平
成
３
年
に
多

摩
六
都
の
広
域
連
携
が
始
ま
っ

た
こ
と
を
、
隣
の
エ
リ
ア
の
図
書

館
職
員
と
し
て
驚
き
と
関
心
を

持
っ
て
聞
き
ま
し
た
。
し
か
も
共

通
利
用
カ
ー
ド
が
で
き
、
業
務
レ

ベ
ル
で
の
連
絡
会
や
合
同
研
修

な
ど
、
様
々
な
部
分
で
市
を
超
え

た
連
携
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
図
書
館
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
り
、
相
互
の
連
携
無
く
し
て
は

利
用
者
の
要
望
に
十
分
に
応
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
他

市
の
図
書
館
の
情
報
を
知
る
こ

と
や
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く

こ
と
は
、
仕
事
を
し
て
い
く
上
で

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
先
輩

に
連
れ
ら
れ
少
し
ず
つ
他
市
の

図
書
館
の
方
と
知
り
合
え
る
場

に
参
加
し
、
図
書
館
職
員
と
し
て

の
情
報
収
集
と
仲
間
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
者
と
し
て
は
、

市
と
市
の
関
係
の
密
度
の
濃
さ

が
羨
ま
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
北
多
摩
の
図
書
館
が
歩
ん

で
き
た
道
を
、
当
時
の
職
員
と
し

て
苦
労
し
支
え
て
き
た
方
々
に

直
接
聞
け
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
の

さ
ら
な
る
図
書
館
連
携
を
模
索

し
て
い
く
上
で
貴
重
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

館
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
の
図

書
館
の
ト
ッ
プ
と
し
て
心
掛
け

て
い
る
こ
と
や
時
々
の
苦
労
話

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
思
い
が
こ

も
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
後
に
続
く

職
員
へ
の
期
待
や
こ
れ
か
ら
の

図
書
館
に
求
め
る
願
い
で
あ
る

の
だ
と
受
け
止
め
ま
し
た
。 

清
瀬
市
の
伊
藤
館
長
の
現
場 

を
常
に
自
身
の
手
で
守
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
気
概
や
、
職
員
の

希
望
を
大
切
に
し
て
働
き
甲
斐

を
見
出
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持

ち
、
日
本
一
と
い
わ
れ
た
図
書
館

シ
ス
テ
ム
に
か
け
た
情
熱
は
、
ト

ッ
プ
と
し
て
の
思
い
が
詰
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

東
久
留
米
市
の
岡
野
館
長
の

「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
何
で
も

や
ろ
う
」
と
い
う
思
い
や
、
常
に

外
か
ら
の
評
価
を
意
識
し
て
図 

                

書
館
の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
に
注
い
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
ま
さ
に
「
闘
っ
て
き
た
」
と

い
う
言
葉
に
表
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
市
民
が
自
ら

考
え
決
め
て
い
け
る
こ
と
に
対

す
る
情
報
提
供
こ
そ
が
図
書
館

の
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
社
会
が
多

様
で
あ
る
こ
と
や
一
人
ひ
と
り

の
人
が
力
を
つ
け
て
い
く
た
め

に
も
図
書
館
は
幅
広
く
選
書
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
こ
に
図
書
館
が
存
在
し
て
い

る
意
義
が
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

東
村
山
市
の
田
中
館
長
の
お

話
は
、
多
く
の
利
用
を
目
指
し
つ

つ
も
少
数
派
の
視
点
を
常
に
持

ち
「
公
共
」
で
あ
る
こ
と
を
大
事

に
し
て
き
た
考
え
方
や
、
図
書
費

予
算
の
厳
し
い
閉
塞
感
の
中
で

あ
っ
て
も
、
本
と
人
を
繋
ぎ
、
人

と
人
を
繋
ぎ
、
地
域
の
繋
が
り
を

深
め
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
図
書
館
の
使

命
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

西
東
京
市
の
奈
良
館
長
が
話
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さ
れ
た
こ
と
は
ま
さ
に
現
場
の

管
理
職
と
し
て
の
責
務
と
受
け

止
め
ま
し
た
。
図
書
館
職
員
が
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
や
様
々
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
考
え
進
め
て
い
け
る

よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
、
図
書
館
の
要
は
「
資
料
」
で

あ
る
と
し
て
そ
の
た
め
の
予
算

を
獲
り
、
司
書
資
格
の
あ
る
職
員

を
採
用
し
、
ハ
ン
コ
を
押
す
立
場

と
し
て
責
任
を
取
る
、
そ
の
内
に

秘
め
る
覚
悟
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

小
平
市
の
湯
澤
館
長
の
自
分

が
職
員
で
い
た
時
に
感
じ
た
何

で
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
幸
福

感
を
、
今
度
は
自
分
が
職
員
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
後
ろ
盾

に
な
っ
て
後
押
し
、
職
員
の
発
想

や
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力

や
研
修
に
行
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
思
い
を
感

じ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
部
屋
も
満
杯
で
、
補

助
の
椅
子
を
た
く
さ
ん
出
す
ぐ

ら
い
の
大
盛
況
で
し
た
。
こ
ん
な

に
若
い
職
員
の
方
が
大
勢
参
加

し
て
く
れ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
多
摩
の
図
書
館

の
次
代
を
担
う
若
い
職
員
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
館
長
方
か

ら
出
た
お
話
は
、
「
健
康
で
日
々

の
た
ゆ
ま
ぬ
積
み
重
ね
」
「
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
と
、
本
の
力

と
人
の
成
長
を
信
じ
る
」
「
社
会

の
動
き
や
役
所
の
仕
事
を
キ
ャ

ッ
チ
し
自
分
で
考
え
る
」
「
両
手

で
し
っ
か
り
図
書
館
の
仕
事
を

握
る
」
「
図
書
館
の
知
り
合
い
を

増
や
し
多
摩
の
図
書
館
の
横
の

繋
が
り
を
深
め
る
」
な
ど
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が
胸
に

刻
む
何
か
を
持
っ
て
帰
っ
て
く

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
最
後
の
質
疑
応
答
で
も
活
発

な
意
見
交
換
が
さ
れ
、
と
て
も
有

意
義
な
講
座
で
し
た
。 

図
書
館
か
ら
公
民
館
に
異
動

し
三
年
が
経
ち
、
久
し
ぶ
り
に
図

書
館
の
方
々
と
会
う
こ
と
が
で

き
、
嬉
し
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
格
好
い

い
憧
れ
の
先
輩
方
の
図
書
館
に

か
け
た
熱
き
思
い
を
た
っ
ぷ
り

と
聴
く
こ
と
が
で
き
、
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

多
摩
の
図
書
館
に
、
若
い
職
員
の

方
々
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
国
分
寺
市
立
本
多
公
民
館
長
） 

                       

カ
ー
リ
ル
と
の
共
同
研
究
報
告 

そ
の
９ 

 

第
１
回
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ

説
明
会
の
開
催 

  

多
摩
デ
ポ
で
は
、
（
株
）
カ
ー

リ
ル
と
の
共
同
研
究
を
と
お
し

て
多
摩
地
域
の
蔵
書
を
瞬
時
に

横
断
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
（
タ
マ
ラ
ス
）
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
、
各
館
で
除
籍
し
よ
う
と
す

る
資
料
が
多
摩
地
域
で
あ
と
何

館
で
残
っ
て
い
る
資
料
な
の
か

を
瞬
時
に
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
の
目

的
や
活
用
方
法
を
多
摩
地
域
の

図
書
館
職
員
の
方
に
説
明
し
、
広

く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
地

域
説
明
会
の
第
一
回
を
多
摩
北

部
都
市
広
域
行
政
圏
（
小
平
・
清

瀬
・
西
東
京
・
東
村
山
・
東
久
留

米
）
の
図
書
館
を
対
象
に
行
い
ま

し
た
。 

 

昨
年
１２
月
８
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
小
平
市
図
書
館
を
会
場

 

この「多摩デポ講座」については、 

『出版ニュース』12月中旬号に 

手嶋孝典理事が「北多摩地域の図書館

長の証言」という報告を書きました。 

今後発行される『みんなの図書館』

３月号の「各地のたより」には、堀渡

事務局長が長い報告を書きました。 

 

 

https://azukichi.net/season/month/january0004.html
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に
、
５
市
か
ら
２０
名
の
職
員
の
方

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
開
催

し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
カ
ー
リ
ル
の
吉
本
龍
司

氏
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
の
開

発
の
経
過
や
意
義
を
話
し
、
次
に

実
際
に
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
を
使

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
の
特
徴

や
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。 

 

前
号
の
報
告
（
そ
の
８
）
で
紹

介
し
た
新
た
な
機
能
に
つ
い
て

も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
何
と
い
っ
て

も
そ
の
検
索
ス
ピ
ー
ド
に
感
心

さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
参
加

し
た
図
書
館
の
中
に
は
、
既
に
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
て
い

る
と
い
う
館
も
あ
り
、
こ
の
日
の

具
体
的
な
デ
モ
を
と
お
し
て
新

た
な
活
用
方
法
を
発
見
さ
れ
た

と
言
わ
れ
る
図
書
館
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
を
公
開
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
都
立
図
書
館
の

統
合
検
索
の
結
果
が
比
較
検
討

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
現
状
の
横
断
検
索
シ
ス
テ

ム
（
複
数
の
図
書
館
の
所
蔵
状
況

を
横
断
的
に
検
索
す
る
シ
ス
テ

ム
）
と
い
う
も
の
が
完
ぺ
き
で
は

な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
も
含

め
）
、
検
索
精
度
を
高
め
る
努
力

の
必
要
性
や
、
少
な
く
と
も
検
索

結
果
が
安
全
な
方
向
に
倒
れ
る

（
多
摩
地
域
で
最
後
の
一
冊
を

誤
っ
て
廃
棄
し
な
い
よ
う
な
結

果
に
な
る
）
よ
う
に
す
る
必
要
性

が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
回
の
説
明
会
の
中
で

は
、
現
在
公
開
を
し
て
い
る
個
別

検
索
メ
ニ
ュ
ー
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
西
東
京
市
で
別
途
行
っ
た

大
量
の
除
籍
予
定
資
料
の
一
括

検
索
処
理
の
方
法
も
説
明
し
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を

聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
現
段
階
で
の
検
索
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
こ
と
、
そ

し
て
な
る
べ
く
早
く
別
の
地
域

で
第
二
回
目
説
明
会
を
開
く
必

要
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
説

明
会
で
し
た
。 

                            

多
摩
デ
ポ
顧
問
の
書
い
た
本 

 

『
読
書
と
日
本
人
』 

津
野
海
太
郎
著 

 
 

 

岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
） 

  

日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
本
を

読
ん
で
き
た
の
か
、
読
書
の
ス
タ

イ
ル
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
、
本
と
い
う
も
の
の
性
格
、

読
む
人
の
広
が
り
、
私
た
ち
の
気

楽
な
個
人
の
黙
読
の
自
由
読
書

は
そ
の
中
で
ど
う
特
殊
で
、
そ
し

て
も
し
か
し
た
ら
〈
読
書
の
黄
金

時
代
〉
は
過
ぎ
ゆ
く
と
こ
ろ
な
の

か
も
し
れ
な
い
…
…
と
。 

 

刺
激
的
、
疑
問
な
提
起
も
含
ん

で
津
野
さ
ん
が
語
り
ま
す
。 

 

（
２
０
１
６
年
１０
月
刊
） 

         

 

ＴＡＭＡＬＡＳの 

地域説明会の開催を 

希望する図書館 

募集中！ 
 

多摩デポの社員と 

（株）カーリルの 

開発者が説明に出向きます

使い方のノウハウや 

アドバイスを行います 

 
 

北多摩地域と同じように、 

近隣の幾つかの図書館が 

合同で参加できるような単位が

望ましいですが、図書館の方、

ＴＡＭＡＬＡＳを使ってみなが

ら、まずはご相談ください。 

 

https://azukichi.net/season/winter/winter0109.html
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主
催
：
東
京
都
市
町
村
立 

図
書
館
長
協
議
会 

テ
ー
マ 

『
魅
力
あ
る
図
書
館
を 

め
ざ
し
て
～
地
域
の
活
性
化
と 

く
ら
し
の
中
の
図
書
館
～
』 

日
程
： 

２
月
１
日
（
水
）
／
２
日
（
木
） 

会
場
： 

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ム
１
階
ホ
ー
ル 

（
立
川
駅
北
口
徒
歩
７
分
） 

 

… 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し

た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
施
設
と
資
料

と
人
材
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、

逆
に
図
書
館
の
存
在
意
義
が
今

よ
り
増
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
。
図
書
館
職
員
が
、
地
域
に
出

て
行
き
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

問
題
解
決
と
地
域
活
性
化
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
具
体
的

な
事
例
な
ど
か
ら
学
ん
で
い
き

た
い
。
…(

大
会
開
催
要
項
か
ら) 

２
月
１
日 

 10
時
～
16
時
30
分 

・
第
１
分
科
会 

『
地
域
に
活
力
を
生
み
出
す 

図
書
館
に
つ
い
て
考
え
る
』 

講
師:

大
串
夏
身
氏 

（
昭
和
女
子
大
学
名
誉
教
授
） 

・
第
２
分
科
会 

『
地
域
の
情
報
基
盤
と
し
て
の 

公
共
図
書
館
』 

講
師:

根
本
彰
氏 

（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
） 

 
２
月
２
日 

10
時
～
12
時 

・
第
３
分
科
会 

『
障
害
者
差
別
解
消
法
と 

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
』 

講
師:

佐
藤
聖
一
氏 

（
埼
玉
県
立
久
喜
図
書
館
障
害

者
サ
ー
ビ
ス
担
当
司
書
主
幹
） 

 

図
書
館
職
員
の
研
鑽
及
び
交

流
の
場
、
市
民
と
の
共
同
研
究
の

場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
大
会
で
す
。
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
当
日

会
場
に
お
い
で
下
さ
い
。 

 

       

★
会
の
現
勢 

 
 

 

 
 

 
 

２
０
１
７
年 

１
月
２５
日
現
在 

現
在 

●
会
員 （

個
人
会
員
９２
名
） 

（
団
体
会
員
３
団
体
） 

 
 

●
賛
助
会
員 （

個
人
４１
名
） 

（
団
体
１
団
体
） 

 

 
 

会
の
活
動
は
み
な
さ
ま
の

会
費
・
ご
寄
付
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
会

費
が
ま
だ
の
方
に
は
振
込
票

を
同
封
し
ま
し
た
。
納
入
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

●
年
会
費 

正
会
員
（
個
人
・
団
体
） 

五
千
円 

賛
助
会
員
一
口
二
千
円 

 

（
個
人
一
口
団
体
五
口
以
上
） 

平
成
28
年
度 

東
京
都
多
摩 

地
域
公
立
図
書
館
大
会 

 

「
よ
み
う
り
た
ま
手
箱
」 

コ
ラ
ム
新
作
を
同
封 

  
 

『
読
売
新
聞
』
多
摩
版
の
「
よ

み
う
り
た
ま
手
箱
」
と
い
う
、

い
く
つ
か
の
文
化
団
体
が
交

替
で
寄
稿
す
る
欄
に
図
書
館

に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ム
を
月
に

一
回
程
度
書
い
て
い
ま
す
。
立

川
支
局
が
編
集
す
る
版
で
す

が
、
多
摩
地
域
内
で
も
配
布
さ

れ
て
い
る
エ
リ
ア
は
限
ら
れ

る
よ
う
で
す
。 

会
員
に
は
『
多
摩
デ
ポ
通

信
』
前
号
以
降
に
掲
載
さ
れ
た

分
を
同
封
し
ま
し
た
。 

 

▼
11
月
30
日
（
水
） 

「
学
校
司
書 

さ
ら
な
る
配

置
を
」 

 
 

 
 
 
 
 

（
蓑
田
明
子
） 

  
※
12
月
は
休
載
し
ま
し
た
。
次

は
２
／
１
（
水
）
か
次
週
に

載
る
予
定
で
す
。 


